
金
滞
古
蹟
志
巻
十

の
火
を
以
て
内
を
見
る
。
七
左
衛
門
と
盤
入
、
固
と
目
を
見
合
せ
た

り
。
盗
人
は
共
の
健
川
上
の
方
へ
逃
ぐ
る
。
七
左
衛
門
刀
を
抜
き
放

し
て
‘
橋
の
少
し
此
方
に
て
袈
裟
懸
に
切
り
た
り
。
手
ご
た
へ
す
と

い
へ
ど
も
、
川
中
へ
飛
び
h
a

り
た
り
。
七
左
衛
門
は
川
端
の
道
を
直

に
行
く
蕗
に
、
向
よ
り
人
一
人
来
て
七
左
衛
門
に
抱
き
付
・
何
を
却
炉

成
哉
と
云
う
て
七
左
衛
門
を
川
中
に
つ
き
落
し
、
何
く
と
も
友
〈
逃

げ
た
り
。
最
前
の
者
は
川
の
上
り
立
に
倒
れ
て
死
し
居
た
り
。
共
の

後
七
左
衛
門
家
に
こ
・
三
度
火
を
付
る
と
い
へ

E
も
、
早
〈
見
付
け

焼
け
上
ら
宇
。
不
思
議
な
る
者
七
左
衛
門
が
家
の
漣
を
俳
個
せ
し

を
.
七
左
衛
門
捕
へ
た
り
。
能
く
仕
た
り
と
て
、
披
州
よ
り
加
増
を

遺
す
。
減
州
死
後
に
此
の
事
微
妙
公
開
召
さ
れ
.
召
幽
さ
れ
た
り
。

後
に
聞
け
ば
、
右
切
殺
さ
れ
し
者
は
、
怪
人
次
郎
兵
衛
が
甥
也
。
七

左
衛
門
に
抱
き
付
き
た
る
は
‘
攻
郎
兵
衛
が
師
匠
也
。
天
王
踊
五
郎
を

し

τ金
滞
中
を
あ
り
き
‘
飽
き
慮
を
見
立

τさ
せ
、
盗
を
し
た
る
は
此

の
老
人
た
り
と
後
に
聞
b
た
り
。
七
左
衛
門
・
援
の
内
を
火
に
て
見
た

る
も
師
匠
の
老
人
也
。
大
髭
の
六
十
七
・
八
の
男
也
。
次
郎
兵
衛
と
周

遊
し
て
欠
落
ち
.
越
後
柴
田
へ
行
き
た
り
。
此
方
よ
り
柴
悶
へ
厨
有

っ
て
.
召
捕
へ
ん
と
せ
し
に
町
の
土
磁
へ
取
錨
り
、
妻
子
井
に
師
匠

五

の
老
人
を
も
戎
郎
兵
衛
切
殺
し
、
次
郎
兵
衡
は
織
地
に
て
自
害
す
と

い
へ
り
。
按
・
予
る
に
、
右
横
山
山
城
守
邸
地
の
下
町
近
所
川
端
の
片

原
町
と
い
ふ
は
‘
欠
原
町
の
如
く
聞
ゆ
れ
E
.
川
端
或
は
川
中
左
E

L
あ
る
は
如
何
。
若
し
は
が
け
下
の
地
怠
る
か
、
倫
追
考
す
ぺ
し
。

盗
人
衣
郎
兵
衛
は
御
小
人
衣
郎
兵
衛
が
事
に
て
、
寛
永
の
頃
高
名
怠

る
盗
也
。
御
小
人
町
の
僚
に
一
蹴
す
。

。
賓
林
山
椋
岳
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
由
来
書
に
云
ふ
。
営
寺
閉
山
は
越
前
闇
坂
井

郡
本
庄
飽
雲
寺
関
山
大
室
玄
虎
和
備
の
嗣
法
案
木
長
樹
和
倫
。
明
感

元
年
越
前
回
中
保
郡
の
郡
主
赤
座
但
馬
於
a

新
選
村
-
建
立
。
但
馬
末

孫
赤
座
備
後
、
利
長
卿
被
昌
召
寄
一
蛍
圏
金
滞
居
住
民
付
‘
賞
寺
八
代

南
室
和
倫
も
金
津
へ
引
越
、
慶
長
八
年
備
後
下
屋
敷
内
に
寺
建
立
之

島
、
備
後
子
息
永
原
土
佐
、
利
常
卿
小
松
へ
御
隠
居
之
筒
、
小
松
へ

被
a
召
謹
-
K
付
、
金
滞
之
下
屋
敷
被
-
召
占
。
依
v
之
賞
寺
之
寺
屋
敷
茂

h
b
h
y
M
 

被
昌
召
上
一
・
寺
地
無
v
之
に
付
土
俵
よ
り
訴
訟
申
上
。
慶
長
二
年
小
立
野

に
於
而
寺
屋
敷
拝
領
被
昌
仰
付
-
治
管
。
丸
代
大
畠
和
備
、
雲
舟
之
疋
第

三
幅
封
利
常
卿
へ
献
上
仕
底
、
共
後
利
常
卿
よ
り
黄
金
拾
枚
拝
領
被
a

仰
付
吋
十
代
徳
州
和
倫
に
至
り
・
右
貸
金
を
以
寺
再
建
仕
と
-
x
h
k
o
右

s 

同
日
置
同
居

rs吉田
官
民
軍
現
時
J

棟
岳
寺
の
隣
地
は
、
檀
頭
永
原
氏
の
邸
地
也
。
延
賃
金
滞
闘
に
、
永

原
植
太
夫
前
口
二
十
七
間
奥
行
三
十
三
間
二
尺
と
あ
り
。
機
太
夫
は

赤
座
備
後
の
曾
孫
に
て
‘
永
原
土
佐
の
孫
也
。
模
太
夫
孝
好
よ
り
代

々
相
僻
し
て
此
の
邸
地
に
居
住
し
・
股
務
の
際
退
去
す
。

。

嫁

坂

元
総
六
年
の
士
般
に
、
嫁
ク
坂
と
あ
り
o
今
は
よ
め
ざ
か
と
呼
ぺ
り
。

園
事
昌
披
問
答
に
云
ふ
。
或
老
人
の
物
語
に
、
篠
原
出
初
の
娘
を
本
庄

主
馬
方
へ
嫁
委
せ
し
時
、
此
の
援
を
新
た
に
作
り
庚
げ
、
此
の
道
よ
り

婚
純
あ
り
。
依
v
之
嫁
坂
と
名
付
く
と
也
。
民
儒
を
知
ら
宇
。
此
の
坂

共
の
以
前
は
、
通
路
有
り
注
し
の
細
道
た
る
を
作
り
聞
き
し
由
也
。

主
馬
屋
敷
は
今
石
浦
新
町
の
末
足
穂
町
也
o
此
の
頃
大
乗
寺
坂
は
未

だ
伊
之
哉
。
と
い
へ
り
o

平
次
按
宇
る
に
‘
本
庄
主
馬
は
千
八
百
石

に
て
、
元
和
六
年
の
士
艇
に
銃
終
と
あ
り
。
後
に
乞
骸
し
て
京
へ
去

る
。
-
今
金
部
主
馬
町
は
邸
ち
主
馬
の
第
地
と
云
ふ
と
三
州
志
健
義
除

考
に
い
へ
り
。
主
馬
町
は
主
馬
殿
町
と
も
呼
ぺ
り
。
百
姓
町
民
先
寺

の
横
小
路
た
り
。
此
の
地
銀
地
組
の
鰻
卒
の
組
地
た
り
。
そ
の
か
み

頭
た
る
本
庄
主
馬
も
‘
組
子
と
共
に
此
の
地
に
第
地
を
賜
は
り
居
住

せ
し
に
や
。
但
し
三
州
各
跡
誌
に
は
・
昔
邪
見
怠
る
姑
有
り
て
・
嫁
を

金
滞
古
蹟
志
巻
十

谷
へ
落
し
殺
し
け
る
故
に
、
嫁
殺
坂
と
去
ふ
ぺ
き
を
略
し
て
娘
坂
と

い
ふ
と
あ
り
。
何
れ
か
E
設
な
り
け
ん
。
按
や
る
に
、
貞
享
三
年
五

月
綱
紀
卿
御
草
花
付
言
上
書
に
‘
河
北
郡
…
柳
谷
内
村
領
往
還
道
筋
三

つ
屋
と
云
成
、
百
年
許
以
前
に
才
岡
村
よ
り
海
老
を
持
出
る
者
を
勿

殺
す
に
依
っ
て
、
此
所
を
b
び
殺
し
と
申
体
ふ
と
い
ふ
事
見
b
た
り
。

嫁
殺
坂
の
名
も
共
の
類
名
な
ら
ん
か
。

O
嫁

坂

町

此
の
町
は
、
嫁
坂
の
道
路
に
家
居
す
る
を
以
て
呼
ぺ
り
。
一
冗
旅
九
年

の
地
子
町
肝
煎
裁
許
付
に
、
小
立
野
線
坂
町
と
あ
り
。
園
事
昌
披
問

答
に
も
、
新
坂
町
・
嫁
坂
町
と
載
せ
た
り
。
按
や
る
に
、
金
津
町
曾
所

留
記
寛
文
十
一
年
九
十
歳
者
番
上
艇
に
・
小
立
野
嫁
坂
と
ん
や
八
郎

兵
街
な
ど
L
記
載
し
・
寛
文
の
頃
既
に
此
の
坂
路
に
家
屋
を
遺
作
せ

し
事
知
ら
れ
け
り
。
今
も
町
名
を
嫁
坂
・
新
坂
た

E
L
呼
ぺ
り
。

。
中

坂

此
の
出
棋
は
.
嫁
援
と
新
坂
と
の
中
聞
な
る
坂
路
左
り
。
故
に
中
坂
と

呼
ぺ
り
。

。
中

坂

此
の
町
地
は
、
中
援
の
坂
路
に
建
て
並
べ
た
る
小
家
共
の
聞
を
呼
べ

町

五




